
6
№ 243

2013
June

福島県三島町

広 報
平成25年 6月7日発行
（毎月第1金曜日発行）

Public relations
of Mishima-town,

Fukushima in Japan

三
島
の

お
食
事
処

特
集

旨味あふれる「会津地鶏」は当町自慢の食材です。



福島県大沼郡三島町　みしままち
　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地と
して知られるほか、小正月の行事「サイノカミ」
や、野山の材料で作る「編み組細工」などの
伝統が受け継がれ、「日本で最も美しい村」連
合に加盟しています。
■面積90.83㎢ ■人口1,883人（5月1日現在）
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早戸温泉つるの湯入湯者

５０万人達成

50万人目となり、記念のくす玉を割る小林克子さん（中央、福島市）と参列した方々
（左から）江川佳伸県中小企業団体中央会会津事務所長、佐久間源一郎早戸温泉つるの湯企
業組合理事長、小林さん、小柴修一町議会議長、二瓶隆司町長

驚きのオリジナルメニューも。

お、 う
まいな。
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　昭和 48 年創業。健康と奥会津の伝統食を守り続
け、当初から「生そば」と「もち」を売りに、国道
沿いドライブインの先駆けとなった老舗です。「最近
一番出ているのはタンメンかな」と店主の角田伊一
さん。いい塩味で野菜たっぷりの健康ラーメンです。
◆その他の主なメニュー
　雪国餅そば定食1,300円、ざるそば 750円
　ソースかつ丼750円、ラーメン500円

タンメン 650 円おす
すめ

雪国茶屋
ドライブイン

角田伊一さん
角田菜穂子さん
角田正子さん

　「カレー焼きそばのカレーが余っちゃうからとご飯
をトッピングしたり、ラーメンのスープに焼きそば
を入れてみたり、お客さんの要望でいろいろ作って
いたら裏メニューが増えてしまいました」。店主の伊
藤八重子さんが笑顔で迎える和やかなお店です。
◆その他の主なメニュー
　焼きそばラーメン800円、カレーラーメン700円
　カレーチャーハン850円、半チャンラーメン800円

カレー焼きそば 850 円
（お好みでご飯もトッピング）おす

すめ

双葉食堂

伊藤八重子さん
星満子さん
目黒テルミさん

☎（52）2364　不定休

　鉄板を囲んで和気あいあいと楽しめるお店。お好
み焼きはもっちりしたおいしさでボリュームたっぷ
りです。野球好きの店主、齋藤晴朗さんは野球クラ
ブ「まつやま」の監督もしており、野球仲間もよく
集まるにぎやかなお店です。
◆その他の主なメニュー
　お好み焼き豚ちゃん・ホタテくんなど各700円
　べったら焼き各種500円、バター焼き各種800円
　焼きそば各種700円、生ビール600円

お好み焼きミックス 800 円おす
すめ

まつやま
お好み焼き

☎（52）2230　月曜定休

☎（52）2034　日曜・祝日定休

　会津地鶏の旨味を生かすシンプルな味付けに納得
の一品。「会津地鶏みしまや」が飼育から加工まで
一貫生産している地鶏を使っています。打ちたての
そばもおいしいお店。さわやかな風が吹くナラ林に
囲まれたログハウスです。
◆その他の主なメニュー
　ざるそば 800円、会津地鶏せいろそば1,000円
　会津地鶏から揚げ定食800円、カレーライス700円

会津地鶏モモ肉
塩焼き定食 1,000 円おす

すめ

海老名健さん

どんぐり
ログハウス

☎（52）2932　月曜定休

齋藤晴朗さん
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　親子で営む昔ながらの食堂。ラーメンから丼物ま
で定番メニューがそろっています。三島町産会津地
鶏の親子丼もあります。
◆その他の主なメニュー
　会津地鶏親子丼800円
　ソースカツ丼850円、カツ丼850円

味噌ラーメン 700 円おす
すめ

小林紀美子さん
小林美保さん

中野屋食堂

　道の駅尾瀬街道みしま宿の隣にあるお店。その名
のとおりお土産品も置いています。カレーはセルフ
サービス、おかわり自由。地元野菜を使ったサラダ
やお惣菜も食べ放題です。
◆その他の主なメニュー
　会津地鶏卵かけご飯セット500円
　カレーうどん500円

山と畑の
めぐみカレー 700 円おす

すめ

目黒三和子さん

なごみ
物産館

焼き肉レストラン
桐の里倶楽部

ラム肉定食 900 円おす
すめ

　定食は自分で肉を焼きながら食べることもできま
す。ラム肉のほか、牛カルビ、牛タン、豚肉もあります。
◆その他の主なメニュー
　豚生姜焼き定食800円、牛カルビ定食900円
　焼き肉特選セット（3～ 4人前）4,000円
　生ビール500円、角ハイボール400円

☎（52）2828　水曜定休

つるや
早戸温泉つるの湯

からしみそラーメン 650 円おす
すめ

　早戸温泉つるの湯に隣接し、只見川
の風景を一望できるお店。温泉の休憩
室へも出前します。新そばの時期限定
の「地鶏そば」もおすすめです。
◆その他の主なメニュー
　ラーメン550円、もりそば700円
　地鶏そば 900円（10月～ 3月限定）
　生ビール400円

☎（52）3324　水曜定休

五丿井久恵さん、本名康代さん

尾瀬街道みしま宿
道の駅

会津地鶏親子丼 750 円おす
すめ

　食堂のほか奥会津地域の産品を販売
する道の駅。すぐ外からは只見川渓谷
が一望でき、遊歩道を数分歩くと、JR
只見線の撮影スポット「第一只見川橋
梁」の絶景を見渡すことができます。
◆その他の主なメニュー
　天ぷらざるそば 680円
　ソースカツ丼800円
　地鶏カレー600円
　カツカレー1,000円

☎（48）5677

角田広美さん
五十嵐重子さん
大竹みゆきさん

☎（52）3015　不定休

☎ 080（5188）4310　木曜定休　冬期休業
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身近な情報をお寄せください。
役場 地域政策課 ☎（48）5533

みしまの出来事
TownNews6

　第 8 回全国山菜文化産業祭 in 奥会津は 5
月 31 日・6 月 1 日、交流センター山びこで
開催されました。山菜文化産業協会と三島町
が主催し、ＪＡ会津みどりなどが共催、林野
庁などが後援しました。
　出席した林野庁の松原明紀林政部経営課
長は「林野庁では『日本食』をユネスコ世界
遺産に申請しました。その中には山菜に関す
る記述も多くあります。山菜による産業がま
すます発展するよう努めます」と祝辞を述べ
ました。
　記念講演では、料理研究家の堀江ひろ子
さんが講演し、「山菜はポリフェノールを多
く含み、抗酸化作用で体のさびを出してくれ
ます。バターを入れて山菜ピラフ風にしたり、
味噌とマヨネーズであえるなど、子どもにも
好かれる工夫をしましょう」と家庭での山菜
料理を提案しました。続いてパネルディス
カッションが行われ、五十嵐乃里枝さん（奥
会津子ども未来プロジェクト代表）がコー
ディネーターを務め、5 人の方々がパネラー
となり山菜にまつわるエピソードや意見を述
べました。季節感や強い香り、手間をかけて
食べる楽しさなど山菜の持つ魅力が語られる
一方で、山林の荒廃や少子高齢化などが問題
提起されました。そして、まずは自分ででき
ることからやってみること、山菜採りを子ど
もに体験させることなどが提案されました。
　二日目は、菅家藤一さん（間方）が、山菜
採りや生活工芸などを通じた山村の暮らしに
ついて講話しました。その後、参加者は美坂
高原でワラビ採り体験を行い、ＪＡ会津みど
り三島山菜加工場を見学しました。

交流センター山びこで開催された全国山菜文化産業祭

豊かな山菜を
若者へ、子どもへ、未来へ
全国山菜文化産業祭　当町で開催

第二只見川橋梁を横目に歩く参加者

　「駅からハイキング」は 5 月 3 日に行われ、県内外から約
20 人が参加しました。ＪＲ東日本の企画で、町観光協会がコー
ス設定と案内を行いました。会津宮下駅からバスで「大林ふ
るさとの山」に移動。カタクリの花園を楽しんだ後、会津宮
下駅までの約 6㎞を歩きました。途中、休憩を兼ねて交流セ
ンター山びこの只見線写真展を見たほか、森のしごと舎にも
立ち寄りながら、春のハイキングを満喫しました。

春を感じながら三島散歩
駅からハイキング

多くの来場でにぎわった東京都庁での三島町物産展

東京都庁で町の特産品を販売
予想以上の来場でにぎわう

　東京都庁での三島町物産展は 5 月 12 日から 14 日にかけて
開催されました。東京都の協力で都庁内のイベントコーナーを
使用し、町内の事業所などが参加して初めて実施しました。編
み組細工や桐工芸品、桐タンスのほか、山菜、漬物類、地鶏
カレーなどの食品、桐炭商品などを販売し、商品が当たる抽
選会も行いました。都庁職員や近隣で働く方々、首都圏在住
の三島町出身者など、予想以上に多くの来場でにぎわいました。

「かしら、なか」の号令で長谷川団長に視線を向ける団員

　町消防団春季検閲式は 4 月 28 日、町民運動場で行われまし
た。山々にはまだ残雪があり、冷たい風が吹く天候の中、団員
たちは通常点検、機械器具点検、小隊訓練、分列行進などに
真剣に取り組みました。当町では今年 1 月 30 日に大登地区で
住宅火災が発生し、無火災が 1,716 日で途切れました。各地
区では毎晩の夜警を行い、火災予防に努めています。火の元
に十分注意し、消火器の使い方なども確認しておきましょう。

無火災継続の決意新たに
町消防団春季検閲式

工夫された楽しい種目を全力で競った児童たち

五月晴れの下、元気に駆け回る
三島小運動会

　三島小運動会は 5 月 18 日に開催され、五月晴れの強い日
差しの下、全校児童がさまざまな種目を繰り広げました。徒
競走のほか、玉入れや綱引き、風船をお尻で割ったり、棒を
飛び越えたりと楽しい種目が繰り広げられました。紅白に分
かれた児童たちは、練習の成果を出そうと全力で競い合いま
した。校庭を駆け回るわが子や孫の姿に、訪れた家族の方々
は温かい声援を送りました。

田植えや山菜採りを楽しんだ参加者と桧原地区の皆さん

　今年度一回目の田舎暮らし体験ツアーは 5 月 25 日・26 日
に行われ、首都圏などから 8 人が参加しました。今回は桧原
地区の皆さんが協力し、田植えや山菜採りを行いました。田
んぼのわきでお昼を食べ、夜はそばや山菜料理を囲んで懇親
会を開き、終始笑い声の絶えない交流で盛り上がりました。
森の校舎カタクリに泊まり、翌朝はリクエストにより西隆寺を
訪れました。秋には稲刈り体験を予定しています。

桧原で田植えや山菜採り体験
町観光協会　田舎暮らし体験ツアー

三島小運動会

MemoryMemory
MayMay

1_五十嵐乃里枝さん（奥会津子ども
未来プロジェクト代表）　2_長谷川
盛雄さん（奥会津金山あそびの学校
理事）　3_小林政一さん（昭和村・
ペンション美女峠）　4_渡部和さん
（会津学研究会会員）　5_吉川毅一さ
ん（コープあいづ専務理事）　6_講
話した菅家藤一さん（間方）7_講演
した堀江ひろ子さん（料理研究家）

1 2 3 4 5

6 7
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ズームイン８ 町民記者の地元密着通信

（写真）神社の周りを清掃する滝谷老人クラブの皆さん

　滝谷老人クラブ（目黒一弥会長）は 5月15日、奉仕作業
を行いました。毎年、神社と成人会館の2カ所の清掃をして
います。2カ所とも高台にあり、特に神社は急な石段を登ら
なくてはなりません。何回か途中で休みながら登り、清掃を
始める前に相当体力を使います。昨年の秋までに積もった落
ち葉をフォークで集めて、ほうきできれいに掃きました。み
んなの力で見違えるようにさっぱりと明るくなりました。

文・写真　町民記者　若林幸代さん（滝谷）滝谷老人クラブが奉仕作業

（写真）桧原多目的集会所で行われた柳津の大神楽

　桧原多目的集会所で 4月 21日、柳津の大神楽が公演し、
地区の皆さんが集まりました。柳津の大神楽は県の重要無形
民俗文化財に指定されている唯一の神楽です。毎年春に三島
町にも訪れ、各地区を回り神楽の音を響かせています。桧原
地区では集会所でさまざまな演目が演じられ、地区の皆さん
が楽しみました。

文・写真　町民記者　佐々木邦雄さん（桧原）柳津の大神楽が公演

（写真）道路沿いのゴミ拾いをしたボランティア桧原の皆さん

　桧原地区のボランティア桧原は5月6日、道路沿いなどの
ゴミ拾いを実施しました。会員 34 人が参加し、集落内の町
道や国道 252号沿いなどに投げ捨てられた空き缶などを拾い
集めました。同地区では毎年この時期にゴミ拾いを行ってい
ます。終了後、総会と懇親会を行いました。今後は、桐寿苑
の夏まつり協力や、そば会などが予定されています。

ボランティア桧原がゴミ拾い

（写真）集落内を回って夜警を行う消防団大登班

　農繁期と乾燥期が重なる5月、大登地区では午後 9時にな
ると「午後 9時は消防の時間です。火事を出さないよう火の
取り扱いに注意しましょう」という呼び掛けが村内に響きわ
たります。消防団大登班員が毎晩二人ずつ、ポンプ車に乗っ
て防火を呼び掛けながら村内を二周します。今では一種の風
物詩ですが、班員の方々の努力と継続に、地区の人々は「安
心して夜を過ごせる」と感謝しています。

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）5 月中毎晩、消防団大登班が夜警

（写真）鴫ヶ城跡を訪れ、坂内洋二さんの説明を聞く三島小3年生の児童たち

　大林ふるさとの山にある鴫ヶ城跡は、今から約 450 年前、
30数年の間、この地域を支配した山ノ内氏の防御の拠点で、
その遺構がよく残されています。西方地区では昨年度、町の
地区支援事業を活用して、立木の伐採、刈り払い、歩道の整備、
案内看板の設置などを実施しました。まだ整備未了の状態で
すが、5月1日には三島小 3年生が本丸跡や二の丸跡、櫓跡
などを探検し、西方の新たな一面に興味津々の面持ちでした。

文・写真　町民記者　坂内洋二さん（西方）中世の山城「鴫ヶ城跡」整備進む

（写真）農道などの清掃を行った西方地区の村中人足

　西方地区で 5月12日、恒例の「春の村中人足」が実施され
ました。14組の隣組単位で役割を分担し、地区内の農道・林
道の落ち葉や倒木の除去、農業用堰の除草、清掃等に汗を流
しました。作業終了後には組単位の「花見会」もあり、親睦
を深めたようです。高齢化が進み、半日の作業が大きな負担
になる世帯も増えていますが、春と秋 2回の村中人足により
農道や堰が維持管理され、地区の結束にもつながっています。

文・写真　町民記者　坂内洋二さん（西方）農繁期を前に、春の村中人足

文・写真　町民記者　佐々木邦雄さん（桧原）

（写真）改修工事の完成が間近の古民家

　早戸地区で 5月2日、改修中の古民家の見学会が行なわれ
ました。改修は佐久間建設工業㈱が手掛け、古民家の良さを
できるだけ残し、さまざまな工夫が施されました。同社の佐
久間源一郎社長や従業員の皆さんが、この改修について詳し
く説明しました。完成後の利用については、二地域居住や企
業の事務所としての利用などを提案しています。見学に訪れ
た方々は、見事に再生された古民家に感動していました。

文・写真　町民記者　五十嵐信一さん（早戸）改修中の古民家で見学会

（写真）早戸地区で行われた花見の会

　早戸地区で 5月2日、花見の会が催され、住民の方々が集
まりました。前日から降り続いていた雨も上がり、桜の花を
楽しみました。花見の後、早戸生活改善センターで豪華な仕
出し弁当の食事会を開き、楽しいひと時を過ごしました。
　食事会の席上で、佐久間弥一さんが、秋に行われる伝統行
事「虫供養」で使用する鐘を地区に寄付しました。佐久間さ
んは「虫供養」の際、その鐘を鳴らす役を担っています。

花見の会を楽しむ 文・写真　町民記者　五十嵐信一さん（早戸）
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４カ月児健診
	 6 月	11日㊋	 11：15～	 坂下厚生総合病院
	 7月	 9日㊋	 11：15～	 坂下厚生総合病院

３歳児健診
	 7 月	17日㊌	 13：00～	 柳津町・銀山荘

乳幼児健診
	 8 月	29日㊍	 13：10～	 町民センター
　※乳児・1歳 6カ月児・2歳児

足腰げんき教室
▶室内運動編
	 6 月	11日㊋	 13：30～	 町民センター
	 7月	23日㊋	 13：30～	 町民センター	
▶水中運動編
	 7月	16日㊋	 13：00町民センター集合
	 	 	（西会津町民プールへ送迎）
	 8月	21日㊌	 13：00町民センター集合
	 	 	（西会津町民プールへ送迎）

機能訓練会
	 6 月	12日㊌	 14：00～	 福寿草
	 7 月	10日㊌	 14：00～	 福寿草

心の健康相談（※事前申し込み必要）
	 6 月	25日㊋	 13：30～	 福寿草
　《申込先》町民課 ☎（48）5565

※この実施予定は、別に配布しました平成 25年度健康づく
り年間予定表（ピンク色の一枚刷り）から転記しています。

保健・子育て・健康づくり
問町民課 ☎（48）5565

実 施 予 定

　今回は「経管栄養」のお話をさせて頂きます。

　皆さんは、もし自分が何らかの障害で「口から

物が食べられなくなったらどうしよう」と思った

ことはありますか？　高齢化が進み、脳梗塞、認

知症などの患者が増加している当地域では切実な

問題です。

　これまで私たち医療側としては、そのような患

者さんに対して、胃瘻などチューブを使った栄養

補給（いわゆる経管栄養）を行ってきました。し

かし、経管栄養が患者さんにとって本当に適切で

あるかどうかを判断することは難しく、本人の意

思を確認できない場合がほとんどです。安易な経

管栄養は、患者本人、ご家族とも不幸な転機をと

りかねません。さらに医療費の増大も招きます。

　そうならないためにも、健康なうちに、そのよ

うな状況になった場合の自分の意思を、家族と共

有しておくのも一つの方法かもしれません。そし

て何より、豊かな生と死を全うできるよう、検診

や通院を通して、日ごろから自分の健康管理を

行っていくことが重要です。

県立宮下病院から

診療日記

経管栄養のお話

内科　愛澤 正人 医師

献血が
ともす愛の灯 いのちの灯

皆さんの善意が、尊い命を救います

	 9：30～11：00	桐寿苑前
	12：30～17：00	町民センター前

6月21日㊎
献血の日程

問役場 町民課 ☎（48）5565

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

地域ふれあいサロン
浅岐サロン
6 月11日㊋ 10：00～ 浅岐集会所

大石田友遊サロン
6月19日㊌ 10：00～ 大石田生活改善センター

自
覚
症
状
で
は
な
く

健
診
で
判
断
を

　

自
分
の
健
康
を
、
自
覚
症
状
で

判
断
し
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、自
分
で
気
が
つ
く
前
に
、

体
の
中
で
症
状
が
進
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
50
歳
で
軽
い
高
血

圧
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
健
診
を
受
け
ず
に
４
年
間
を
過

ご
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
55
歳
の

と
き
に
健
診
を
受
け
る
と
、「
左

心
室
肥
大
」「
高
脂
血
症
」「
重
度

の
高
血
圧
」
と
症
状
が
悪
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
Ａ
さ

ん
は
、「
自
分
で
は
何
と
も
な
い
」

「
忙
し
く
て
健
診
が
受
け
ら
れ
な

い
」
と
、
そ
の
後
の
健
診
や
治
療

を
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結

果
、
59
歳
で
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
幸
い
命
は

助
か
っ
た
Ａ
さ
ん
は
、「
健
診
を

毎
年
受
け
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
早

く
気
付
い
た
か
も
し
れ
な
い
」
と

反
省
し
て
い
ま
し
た
。

心筋梗塞左心室肥大
高脂血症

軽度高血圧 ―――未受診――― 重症高血圧 ―――未受診―――
50 歳 51 歳 52 歳 53 歳 54 歳 55 歳 56 歳 57 歳 58 歳 59 歳

「自分では何ともない」 「忙しくて健診が受けられない」 「もっと早く気を
つけておけば…」「健診結果の意味がよく分かっていない」

心筋梗塞で倒れてしまった 59 歳のＡさん

このような心筋梗塞などの血管病を予防するためには、
○健診は一年に一回、必ず受けましょう。
○健診を受けるだけではなく、結果データから自分の体は今どうなっていて、今後ど
　うなるのか予測を立てることが重要です。
○健診結果を良くしていくために、今の生活習慣を見直し、改善していきましょう。
　何か一つ変えただけでも、体は変わります。

健
診
は
６
月
14
日
か
ら

対
象
者
の
方
は
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
特
定
健
診
」
は
、
病
気
の
早

期
発
見
だ
け
で
な
く
、
病
気
に
な

る
前
の
リ
ス
ク
を
見
つ
け
て
予
防

す
る
健
診
で
す
。
自
覚
症
状
の
な

い
病
気
の
発
見
は
も
ち
ろ
ん
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
よ
り
生
活

習
慣
病
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク

を
判
定
し
ま
す
。

　
「
特
定
健
診
」
で
異
常
を
見
つ

け
、
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
予

防
や
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
あ

な
た
自
身
や
周
囲
の
方
々
を
助
け

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
覚

症
状
が
出
て
か
ら
で
は
、
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
回
は
特
定
健
診
を
受
診
し
た

方
を
対
象
と
し
た
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
保
健
師
と
管
理
栄

養
士
の
林
律
子
さ
ん
、
中
村
智
恵

子
さ
ん
が
、
昨
年
と
今
年
の
健
診

結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
相

談
に
応
じ
ま
す
。

【
総
合
検
診
】

▼
日
程

６
月
14
日
㊎
・
17
日
㊊
・
18
日
㊋
・

23
日
㊐

午
前
８
時
か
ら
受
付

▼
会
場

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

が
ん
検
診
（
35
歳
以
上
）

特
定
健
診
（
40
歳
～
74
歳
）

健
康
診
査
（
19
歳
～
39
歳
、
75
歳

以
上
）

▼
内
容

結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検

診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が

ん
検
診
、
特
定
健
診
・
健
康
診
査

（
身
体
測
定
、血
圧
測
定
、尿
検
査
、

血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底

検
査
な
ど
）

問
役
場
町
民
課

☎
（
48
）
５
５
６
５

健
診
を
受
け
ず
に
い
る
と
、取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
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Open Space

Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと
◦利用時間 ㊊～ ㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始　問教育委員会 ☎（48）5599

季刊「日本で最も
美しい村」

「日本で最も美しい村」
連合

　当町を含む全国 43町村 6 地域が加盟する「日
本で最も美しい村」連合の季刊新聞。加盟町村
の魅力や、そこで暮らす人など、一度は行って
みたくなる日本の農山漁村を紹介しています。

家族になった
10頭のクマ
宮澤正義　著　
角川学芸出版

　17 年間、自宅の 500 坪の庭で 10 頭の
ツキノワ熊と暮らした体験記。山中で出会っ
てしまったときの対応法や、クマの生態と
習性などが詳しく分かります。

PRESIDENT
特集「偉くなる人
のマナー入門」

（毎月 2 回発刊）
プレジデント社

　周りから一目置かれ、一歩上に進むため
の大人の礼儀作法や、女性から不快に思わ
れないためのあれこれなど、一流のマナー
の基礎を紹介。毎号興味深い雑誌です。

民話
第 27 話

姥皮
（おっぱの皮）

　

昔
あ
っ
た
ど
。

　

あ
る
ど
ご
ろ
に
、
田
舎
に
し
て
は

と
で
も
美
人
で
利
口
な
娘
が
い
だ
っ

け
ど
。

　
「
田
舎
ば
っ
か
り
に
い
ね
ぇ
で
、

都
さ
出
て
修
業
し
て
み
で
ぇ
が
ら

⁝
」

っ
て
、
親
の
許
し
も
ら
っ
て
一
人
旅

に
出
た
ん
だ
ど
。
ほ
う
で
、
そ
の
途

中
で
あ
る
人
が
、

　
「
お
ま
え
の
よ
う
な
美
人
は
、
こ

の
先
の
山
賊
に
と
っ
つ
か
ま
え
ら
っ

ち
ぇ
、
ひ
で
ぇ
目
に
あ
わ
さ
っ
ち

ま
ぁ
が
ら
、俺
の
姥う

ば

皮か
わ

く
れ
っ
か
ら
、

か
ぶ
っ
て
い
げ
。
そ
う
す
っ
と
、
き

た
ね
ぇ
婆
だ
っ
て
目
も
く
ん
に
ぇ
が

ら
な
」

っ
て
親
切
に
教
え
て
く
っ
ち
ぇ
、
大

切
な
姥う

ば

皮か
わ

か
ぶ
せ
て
く
れ
た
だ
ど
。

ほ
う
し
て
、
ど
ん
ど
ん
一
人
旅
し
て

行
ぐ
ど
、
や
っ
ぱ
山
賊
出
で
、

　
「
こ
れ
っ
、
ん
婆
っ
、
き
た
ね
ぇ

が
ら
こ
っ
ち
通
ん
ね
ぇ
で
向
こ
う
い

げ
ぇ
」

な
ん
て
言
わ
っ
ち
、
何
事
も
な
く
都

さ
出
で
、
あ
る
家
さ
行
っ
た
だ
ど
。

　
「
田
舎
も
ん
だ
げ
ん
じ
ょ
、
修
業

し
た
く
て
来
ま
し
た
が
ら
奉
公
さ
せ

で
く
だ
さ
い
」

っ
て
頼
む
ど
、

　
「
あ
あ
ち
ょ
う
ど
よ
が
っ
た
。
今

ま
で
女
中
不
足
し
て
だ
ぁ
。
い
で
く

ろ
、
い
で
く
ろ
」

ど
っ
て
早
速
お
い
で
も
ら
う
ご
ど
に

な
っ
た
だ
ど
。

　

娘
は
昼
間
は
姥う

ば

皮か
わ

着
て
奉
公
す

る
。
夜
ん
な
っ
と
、
み
ん
な
寝
た
あ

と
風
呂
に
入
っ
て
姥う

ば

皮か
わ

脱
い
で
、
き

れ
い
な
娘
の
姿
で
勉
強
ど
が
裁
縫
し

て
だ
ど
。
し
た
ら
ば
、
た
い
し
た
美

人
が
書
物
読
み
し
っ
た
べ
ぇ
。
た
ま

げ
だ
息
子
。

　
「
あ
れ
、
き
た
ね
ぇ
年
寄
り
婆
さ

ん
だ
ど
思
っ
て
い
だ
が
、
あ
ん
な
き

れ
い
な
若
い
女
だ
ぁ
」

っ
て
熱
に
う
か
さ
っ
ち
ぇ
病
気
の
よ

う
に
な
っ
て
な
ぁ
。
床
さ
つ
い
っ
ち

ま
っ
た
ど
。

　

大
事
な
跡
取
り
息
子
の
ご
ど
だ
が

ら
、
医
者
だ
の
祈
祷
師
だ
の
と
大
騒

ぎ
ん
な
っ
た
ど
。

　
「
こ
れ
は
病
気
で
は
ね
ぇ
ぞ
。
恋

の
わ
ず
ら
い
っ
つ
う
病
気
み
で
ぇ
な

も
ん
だ
な
ぁ
」

な
ん
て
言
わ
れ
ん
べ
ぇ
し
、
祈
祷
師

は
、

　
「
相
手
は
こ
の
屋
敷
に
い
ん
ぞ
」

つ
わ
れ
ん
べ
ぇ
し
、
お
な
ご
全
部
集

め
で
息
子
に
聞
い
だ
が
、
ど
れ
で
も

ね
ぇ
だ
ど
。

　
「
そ
ん
じ
ゃ
真
綿
を
引
い
て
、
そ

の
上
歩
が
し
ぇ
ろ
。
足
の
裏
さ
真
綿

の
ひ
っ
つ
が
ね
ぇ
の
が
坊
ち
ゃ
ん
の

相
手
だ
」

つ
う
占
い
が
出
で
、
一
人
ず
つ
歩
か

せ
だ
ど
。
全
部
ひ
っ
つ
い
で
し
ま
っ

た
ど
。

　
「
い
ま
一
人
お
な
ご
が
い
る
は
ず

だ
」

つ
う
ご
ん
で
、
き
た
ね
ぇ
奉
公
女
を

座
敷
さ
呼
ん
で
歩
か
せ
だ
ら
、
真
綿

が
ひ
っ
つ
が
ね
が
っ
た
だ
ど
。
そ
ん

じ
ぇ
、
姥う

ば

皮か
わ

脱
が
せ
だ
ら
と
で
も
美

し
い
娘
で
、
み
ん
な
た
ま
げ
っ
ち

ま
っ
て
、

　
「
こ
こ
の
嫁
に
な
っ
て
く
ろ
」

つ
う
ご
ど
に
な
っ
て
、
立
派
な
若
奥

様
に
な
っ
た
ど
。

　

い
く
ら
田
舎
者
で
も
機
転
き
が
し

て
努
力
し
っ
ち
ゅ
う
ど
、
い
い
ご
ど

あ
る
っ
ち
ゅ
う
ご
ど
だ
べ
な
ぁ
。

　

ざ
っ
と
昔
、
さ
か
え
ま
し
た
。

　

話
者　

故
五
十
嵐
ミ
ヨ
ノ
さ
ん
︵
西
方
︶

三島中男子バレーボール部

全会津春季選抜大会で優勝
　全会津春季選抜バレーボール大会は 5 月 19 日、若松四中体
育館で開催され、三島中が優勝しました。男子の部には選抜さ
れた会津地域の 7 校が出場。三島中は一回戦で若松三中、準決
勝で一箕中、決勝で金山中に勝ちました。
　また三島中は、5 月 3 日から 5 日にかけて、秋田県横手市で
開催された東北選抜交流バレーボール大会に出場しました。大
会には東北から選抜された 30 校が集まり、三島中は予選リー
グで横手南中、矢沢中、五所川原一中と対戦。健闘しましたが
3 敗で予選敗退しました。
　昨年秋の県大会で 3 位となった三島中男子。今後の夏の大会
での活躍が期待されます。

全会津春季選抜大会で優勝した三島中男子バレーボール部

三島中女子バレーボール部

バンダイスポーツ杯で３位と健闘
　第 3 回春季バンダイスポーツ杯女子バレーボール大会は 4 月
29 日、高田中体育館で開催され、三島中が 3 位と健闘しました。
　男女とも常設部はバレーボール部だけの三島中。男子の活躍
が注目されていますが、女子も努力を積み重ね、練習の成果を
出しています。

バンダイスポーツ杯で3位となり笑顔の三島中女子バレーボール部

　5 月 10 日、県立宮下病院でナイチ
ンゲール生誕の日の 5 月 12 日「看護
の日」にちなんだイベントが実施され
ました。身近な材料で作成できる防災
グッズの紹介や、看護師の仕事紹介、
血圧・骨密度測定、健康相談、ハン
ドマッサージなどのコーナーが設けら
れ、地域の方々との交流を図りました。
　県立宮下病院では今年 4 月から、こ
れまで隔週だった「整形外科」の診療
は毎週水曜日となりました（第 5 週を
除く）。大野竜一事務長は「当院では
腰や膝の痛みなどで通院する高齢者の
方々が多いため、整形外科を毎週の診
療とすることにより、多くの需要に対
応できるよう努めています。理学療法
室も 6 月を目途に開設する予定です」
と話しています。また会津若松市に完
成した福島医大会津医療センターの応
援を得て、地域に必要とされる医療体
制を整えています。

県立宮下病院

「看護の日」イベントで交流

地域の需要に合わせた医療

「整形外科」毎週で便利に

「看護の日」イベントでの健康相談
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News & Information

「野菜で元気」
藤田浩志氏講演会

　生産者として、野菜ソムリエとし
て活躍している藤田氏の講演会です。
どなたにも身近で興味深いお話です
ので、どうぞご参加ください。
◆日　時　7月7日㊐
　　　　　10：30～ 12：00
◆場　所　ピカリンホール
　　　　　（会津若松市北会津支所）
　会津若松市北会津町中荒井諏訪前11
　☎ 0242（58）2211
◆講　師　ふじた農園　藤田浩志氏
　　　　　（農業、野菜ソムリエ）
◆参加費　無料
問㈶福島県栄養士会 会津支部
　☎ 0242（27）7050

会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗
空き巣ねらい
忍 び 込 み
事務所荒らし
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗 1
オートバイ盗
自 転 車 盗 1
自販機ねらい 1 1
車 上 ね ら い
ひ っ た く り
部 品 ね ら い 1
強制わいせつ
街頭犯罪合計 4 1
全 刑 法 犯

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物
損壊、暴行、傷害、万引き、詐欺な
ど）の犯罪発生件数が含まれます。

街頭犯罪発生件数（1月～4月）

万引きは
必ず見つかります。

◆万引きとは
　営業時間中の商店などから、
代金を支払わずに商品を店外に
持ち出す犯罪行為です。以前は
少年が手を染めやすい傾向があ
りましたが、最近は、高齢者に
よる万引きが増えています。
◆万引きの罪は
　【刑法第 235条 窃盗罪】
　他人の財物を窃盗した者は、窃
盗の罪とし、10 年以下の懲役ま
たは50万円以下の罰金に処する。
◆万引きは、なぜ見つかるの？
　店員、客、私服警官などが必
ず見ています。さらに防犯カメラ
に映像が記録されています。
◆万引きで捕まると
　「120 円の缶コーヒー1本を万
引きした罪で、罰金 20万円」と
いう判例があります。

三島町での刑法犯（４月）

１件

町の人口と世帯

人口 1,883 +1 出生 0
男 898 +3 死亡 3
女 985 -2 転入 17
世帯 834 +8 転出 13
㊟住民基本台帳による数値です。増減は前月
との比較、出生・死亡・転入・転出は前月1
カ月間に届出のあった人数です。

5 月 1日現在

ご寄附

ありがとうございました

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

二　瓶　藤　夫　様（大谷）

角　田　健太郎　様（川井）

二　瓶　義　徳　様（間方）

二　瓶　房　夫　様（大谷）

６月の納税
▶町県民税（普通徴収）
　第1期

忘れずにお納めください。
役場 町民課

納期限　7月1日

【春の叙勲】

町議会議員を 32 年
栗城德光さんに旭日双光章

叙勲を受け、町へ寄附

　栗城德光さん（宮下）が、春の叙勲（地方自治功労）において
旭日双光章を受章しました。
　栗城さんは昭和 55 年 5 月に町議会議員に初当選し、通算 8 期
32 年にわたり在職しました。特に農林業の振興や、農道・林道
の整備促進に尽力するなど、山間に立地する当町の地域づくりに
貢献しました。平成 4 年 5 月から平成 8 年 5 月までは副議長を
務めました。
　栗城さんは 5 月 21 日、役場を訪れ、叙勲の報告とともに町へ
の寄附金を二瓶町長に手渡しました。

叙勲を受け、二瓶町長に寄附金を手渡す栗城德光さん（右）

佐　藤　美智子（宮　下） 五十嵐　三紀子（大　谷）
細　堀　信　子（宮　下） 角　田　直　枝（浅　岐）
渡　部　ユキ子（荒屋敷） 菅　家　欣　子（間　方）
青　木　節　子（荒屋敷） 菅　家　美代江（間　方）
河　越　佐智子（桑　原） 佐　藤　カツ子（西　方）
五十嵐　純　子（大　登） 小　平　良　子（西　方）
角　田　廣　子（大　登） 五十嵐　孝　枝（大石田）
長谷川　登志子（川　井） 五十嵐　たか子（大石田）
長谷川　美惠子（川　井） 小　柴　幸　江（名　入）
海老名　一　子（桧　原） 小　柴　イセ子（名　入）
山　口　孝　子（桧　原） 矢　澤　民　子（高清水）
若　林　香代子（滝　谷） 板　橋　友　子（滝　原）
目　黒　恒　子（滝　谷） 佐久間　敏　子（早　戸）
五十嵐　きみい（大　谷） 五十嵐　順　子（早　戸）

三島町保健推進員（敬称略）

〔任期〕平成 25 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日
保健推進員を 28人に委嘱

　町保健推進員会は 4 月 25 日、町民センターで行われ、
町保健推進員を28人の方々に委嘱しました。保健推進員は、
明るく健康な生活を守るため、各種保健事業に協力します。

町保健推進員の皆さん

　町納税貯蓄組合連合会総会は 4
月 25 日、町民センターで開かれ、
その席上で優良組合長と優良組合
の表彰が行われました。
　優良組合長表彰では、大石田第
一納税貯蓄組合長の五十嵐敏さん
が、平成 20 年度に組合長に就任し
て以来、完納を続けていることによ
り表彰されました。また優良組合表
彰では、西方第三納税貯蓄組合が、
長年完納していることにより表彰さ
れました。

優良納税貯蓄組合長表彰

五十嵐 敏さん
（大石田第一納税貯蓄組合長）

表彰を受ける大石田第一納税貯蓄組合長の
五十嵐敏さん（左）

優良納税貯蓄組合表彰

西方第三納税貯蓄組合

事業主の皆さんへ
労働保険の年度更新は

7 月 10 日までに
　平成 25年度の労働保険年度更新
の申告期限は、7月10日です。最寄
りの銀行、郵便局、労働基準監督署、
または福島労働局において手続きを
されますようお願いします。
問福島労働局 総務部
　労働保険徴収室
　☎ 024（536）4607

ふくしま駅伝
選手募集

　白河市から福島市までの約100㎞
をつなぐ市町村対抗福島県縦断駅伝
（ふくしま駅伝）。当町は平成11年を
最後に出場していませんが、今年は
他町村との合同チームでの参加が認
められることになりました。当町の
ほか単独出場が難しい町村から選手
を募集しています。
　出場希望者の方は、町教育委員会
にお申し込みください。
問町教育委員会
　☎ 0241（48）5599

ふくしま駅伝に出場した三島町チーム（平成11年）
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ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
日
本
記
録
保
持
者
・
マ
ラ
ソ
ン
日
本
歴
代
４
位

佐
藤
敦
之
さ
ん

８
０
０
ｍ
日
本
記
録
保
持
者

妻
・
美
保
さ
ん
も
来
校

　

マ
ラ
ソ
ン
の
佐
藤
敦あ

つ
し之

選
手

︵
中
国
電
力
︶
の
講
演
会
は
５
月

１
日
、
三
島
中
で
行
わ
れ
、
全
校

生
徒
の
ほ
か
、
佐
藤
選
手
の
活
躍

を
知
る
町
民
の
皆
さ
ん
約
30
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
陸
上
の
短
・
中

距
離
で
国
内
ト
ッ
プ
の
活
躍
を
し

て
き
た
妻
・
美
保
さ
ん
も
一
緒
に

来
校
し
ま
し
た
。
同
校
の
桐
の
里

学
習
の
一
環
と
し
て
、
三
島
中
サ

ポ
ー
ト
会
の
協
力
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
選
手
は
「
夢
に
向
か
っ
て

の
挑
戦
」
と
題
し
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
語
り
ま
し
た
。若
松
四
中
、

会
津
高
、
早
稲
田
大
と
常
に
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
成
績
を
残
し
、

陸
上
長
距
離
の
強
豪
、
中
国
電
力

に
入
社
。
特
に
元
日
の
全
日
本
実

業
団
駅
伝
で
は
「
ご
ぼ
う
抜
き
」

を
何
度
も
見
せ
感
動
を
呼
び
ま
し

た
。
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
２
０
０
７

年
の
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
で
自
己

ベ
ス
ト
の
２
時
間
７
分
13
秒
︵
日

本
歴
代
４
位
︶
を
記
録
。
そ
の
成

績
に
よ
り
２
０
０
８
年
の
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
と
な
り
ま
し
た

が
、
完
走
し
た
中
で
は
最
下
位
と

い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
翌

２
０
０
９
年
の
ベ
ル
リ
ン
世
界
陸

上
で
は
、
終
盤
に
見
事
な
追
い
上

げ
を
見
せ
、
日
本
男
子
最
高
の
６

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
選
手
は
「
夢
だ
っ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
最
下
位
と
な
り
、
や

め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
で
も
妻
や
仲
間
、
恩
師
の

支
え
で
乗
り
越
え
、
世
界
陸
上
で

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
き
ら
め
な
く
て
、
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
弱
音
を

吐
い
て
も
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

気
の
持
ち
よ
う
で
人
は
変
わ
れ
ま

す
」
と
力
を
込
め
て
生
徒
た
ち
に

伝
え
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
実
技
指
導
で
は
、
三

島
小
児
童
も
参
加
し
、
体
幹
を
鍛

え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
指
導

し
ま
し
た
。
ま
た
女
子
８
０
０
ｍ

２
分
０
秒
45
の
日
本
記
録
保
持
者

で
あ
る
妻
・
美
保
さ
ん
が
、
も
も

上
げ
や
バ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
現

役
を
思
わ
せ
る
一
流
の
動
き
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

震
災
を
き
っ
か
け
に
会
津
坂
下

町
に
昨
年
移
り
、
35
歳
の
現
在
も

競
技
を
続
け
な
が
ら
、
福
島
の
児

童
生
徒
の
た
め
に
も
活
動
し
て
い

る
佐
藤
選
手
。「
周
り
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
挑

戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
謝
を
忘
れ

ず
に
、夢
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」

もも上げの模範指導を行う佐藤美保さん

体幹のトレーニングをした児童生徒たち

旨
麺
巡
り
︑
湯
巡
り
︑

な
ぞ
解
き
探
検
で
︑

奥
会
津
を
楽
し
も
う
︒

当町では「観光交流館
からんころん」で、オリ
ジナルアイテムのプレ
ゼントや抽選賞品の応
募を受け付けています。
☎0241（48）5000

　

奥
会
津
７
町
村
で
構
成
す

る
只
見
川
電
源
流
域
振
興
協

議
会
は
、二
年
目
と
な
る﹁
奥

会
津
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
を
６
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
︒
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
観
光
客
な
ど

の
周
遊
を
促
進
す
る
三
種
類

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
︒

も
ち
ろ
ん
地
元
の
方
々
も
利

用
で
き
ま
す
︒

　

一
つ
目
は
今
年
新
し
く
作

成
し
た
﹁
奥
会
津
旨
麺
帳
﹂︒

紹
介
さ
れ
て
い
る
77
店
舗
で

ラ
ー
メ
ン
や
、
そ
ば
な
ど
の

麺
類
を
食
べ
る
と
﹁
旨
麺

シ
ー
ル
﹂
が
も
ら
え
ま
す
︒

集
め
た
シ
ー
ル
の
枚
数
に
応

じ
て
、﹁
オ
リ
ジ
ナ
ル
旨
麺

ア
イ
テ
ム
﹂
を
先
着
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
︒

　

二
つ
目
は
20
カ
所
の
温
泉

地
を
巡
っ
て
湯
印
を
集
め
る

﹁
奥
会
津
ゆ
き
湯
湯
印
帳
﹂︒

湯
印
の
数
に
応
じ
て
、﹁
オ

リ
ジ
ナ
ル
ゆ
き
湯
ア
イ
テ

ム
﹂
を
先
着
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
︒

　

三
つ
目
は
﹁
奥
会
津
列

伝
﹂︒
な
ぞ
解
き
を
し
な
が

ら
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、

正
解
す
る
と
各
地
の
﹁
ア
イ

テ
ム
カ
ー
ド
﹂
が
も
ら
え
ま

す
︒
ク
リ
ア
し
た
地
域
の
数

に
応
じ
て
、
応
募
す
る
と
各

種
賞
品
が
抽
選
で
当
た
り
ま

す
︒

　

お
い
し
い
麺
や
良
質
な
温

泉
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
魅
力
が

隠
れ
て
い
る
奥
会
津
︒
こ
れ

ら
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手

に
、
ご
家
族
や
お
仲
間
で
、

奥
会
津
巡
り
を
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
す
か
︒

問只見川電源流域振興協議会 ☎0241（48）5525　または最寄りの参加店へ

奥会津ゆき湯湯印帳
20カ所の温泉地の湯印を集め、オリジナルゆき湯アイテムを先着でプレゼント。
♨湯印 3 個	 オリジナルゆき湯手ぬぐい（1,000名様）
♨湯印 10 個	 湯の花（300名様）
♨湯印 20 個	 オリジナルゆき湯風呂椅子（100名様）

奥会津列伝
各地域のなぞを解くと「アイテムカード」がもらえます。クリアした地域の数に応じ、
応募すると抽選で各種賞品をプレゼント。クリアした地域の数が多いほど、賞品当
選のチャンスが広がります。
1 地域以上クリア	 奥会津の逸品1,000円相当（9品を各 5名様）
3 地域以上クリア	 奥会津産品詰め合わせ3,000円相当（9名様）
7 地域以上クリア	 ニンテンドー3DS（4名様）
9 地域すべてクリア	 奥会津ペア宿泊券（4組様）、最強カード進呈

奥会津旨麺帳
77店舗の麺類を食べてシールを集め、オリジナル旨麺アイテムを先着でプレゼント。
旨麺シール 5 枚	 奥会津箸セット3膳入り（2,300名様）
旨麺シール 20 枚	 オリジナルそば猪口（150名様）
旨麺シール 40 枚	 オリジナル旨麺どんぶり（80名様）
	 	 かつ 9地域のシールをそれぞれ2枚以上集めていると、
	 	 「三島桐結び箸セット」をプレゼント（30名様）

只見川電源流域振興協議会

奥会津アドベンチャーキャンペーン

奥会津箸セット

オリジナル旨麺どんぶり

オリジナルゆき湯風呂椅子

アイテムカード

あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
︑人
は
変
わ
れ
る
。

北
京
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ン
ピ
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ク
最
下
位
か
ら
の
復
活
︒
ベ
ル
リ
ン
世
界
陸
上
で
６
位
入
賞

三
島
中
で
講
演
会
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▼
取
材
で
町
内
の
お
食
事
処

を
食
べ
歩
き
ま
し
た
。
い
き

な
り
の
取
材
を
受
け
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
こ
も
一
度
は
食
べ
た
こ
と

が
あ
る
お
店
で
す
が
、
写
真

を
撮
っ
た
り
、
お
話
を
聞
い

た
り
す
る
と
、
ま
た
違
っ
た

味
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
料
理
の
味
に「
人
の
味
」

が
加
わ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
味
の
好
み
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
今
ま
で
町
内
の

食
堂
で
は
あ
ま
り
食
べ
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
方
も
、
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
れ
ば
と
思

い
ま
す
▼
来
年
度
採
用
の
町

職
員
の
募
集
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
度
で
35
歳
に
な
る

方
ま
で
対
象
年
齢
を
広
げ
て

い
ま
す
。
長
い
間
実
施
し
て

い
な
か
っ
た
保
育
士
の
採
用

試
験
も
行
い
ま
す
。
向
上
心

と
勇
気
を
持
っ
て
働
け
る
方

の
奉
職
を
、
職
員
一
同
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

この町で働くと、
決めた。

当町の若手職員たち（左から）五十嵐優主事（4年目、産業建設課）、大竹夏奈主事（2年目、総務課）、
黒澤寿樹主事（4年目、町民課）、諏訪義徳主査（5年目、産業建設課）、角田伊織主事（2年目、町民課）

平成 26 年 4 月採用　三島町職員（大卒程度・資格免許職）採用候補者試験
◆試験職種 一般事務（若干名） 保育士（１名）

◆受験資格 昭和53年 4月 2日以降に生まれた者で、4年
制大学を卒業（民間企業等社会人経験者も可）
または平成 26年 3月までに卒業見込みの者

昭和53年 4月2日から平成 6年 4月1日まで
に生まれた者で、保育士の資格免許を有する
者（社会人経験者も可）または平成 26年 3月
までに取得見込みの者

◆一次試験 平成 25年 7月28日㊐
試験会場　福島大学（福島市金谷川1番地）
合格発表　三島町役場掲示板に受験番号を掲示するほか、合格者に通知します。

◆二次試験 一次試験合格者に通知します。

◆受付期間 平成 25年 6月28日㊎まで
㊟郵送による申し込みは、平成 25年 6月27日㊍までの消印のあるものに限る。

※受験申し込み方法などについては、三島町役場総務課へお問い合わせください。

問三島町役場 総務課 ☎ 0241（48）5511

202013.6広報みしま


